
学びの広場

綴子小学校防災キャンプ
～もし綴子小学校が避難所になったら～

　綴子小学校で初めて「防災キャンプ」が９月20日と
21日に行われ、自分の身を自分で守る大切さを学び、
地域住民らとコミュニケーションを深めました。
　今回のキャンプでは、災害により電気と水道のラ
イフラインが絶たれたことを想定し、非常時の実践
力を高めるとともに防災意識の高揚を図りました。
　自衛官の皆さんから東日本大震災での活動や災害
装備の講話を聴いたり、一度に200人分の食事が作
れるトレーラー「野外炊具１号」で炊かれたご飯で
夕食のおにぎりを作ったほか、婦人会員の炊き出し ▲陸上自衛隊21普通科連隊の自衛官の皆さん

や、ダンボールハウスやテントの設営などを児童と
保護者、地域住民が協働で行いました。

“わ” の地域は “ワ” で起こす
～公民館による『おらほの地域応援し隊』プログラム～
　公民館による「おらほの街のまちづくりシンポジ
ウム」が９月24日、交流センターで開かれ、地域の
若手起業家のプレゼンテーションやディスカッショ
ンを聞きながら、参加した市民らが新たなまちづく
りや地域の活性化などの課題について考えました。
　シンポジウムでは「北秋田の若き起業家へ続け」
をテーマに、北秋田管内で仕事をしている武田昌大
氏、畠山伸吾氏、日景賢悟氏の３人が、それぞれの
職業観や地域での取り組みを熱く語りました。
　また、参加した秋田大学の学生 10 人は、若手起 ▲３人の若手起業家によるディスカッション

業家の話を真剣に聞きながら、夢を実行していく姿
勢に刺激を受けた様子でした。

自分らしく生きる・暮らす
～阿仁公民館公開講座「地域・老年看護学講座」～
　阿仁公民館公開講座「地域・老年看護学講座」が
10月16日に開かれ、秋田大学大学院医学系研究科
で保健学専攻の教授・中村順子氏が、「最後まで自
分らしく生きる・暮らす～元気なときも介護が必要
になっても～」と題して講話しました。
　中村先生は、秋田県の在宅医療の現状と課題につ
いて触れ、「自分らしく生活できるところは、家、
地域である。在宅療養という選択肢もある。自分ら
しく生きるＱＯＬ（生活の質）を自分で考えていく
ことが重要である」と述べられました。 ▲座談会形式で行われた公開講座

　参加者は、地域での関わり方などを質問するなど、
真剣な表情で聞き入っていました。
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探
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講
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。
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。
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仁
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日
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期
日　
①
11
月
12
日（
火
）／
②
15
日（
金
）

／
③
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日（
火
）／
④
22
日（
金
）

○
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
２
０
１
０
初
級
講
座

期
日　
①
11
月
26
日（
火
）／
②
29
日（
金
）

／
③
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月
３
日（
火
）／
④
６
日（
金
）

○
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
２
０
１
０
初
級
講
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期
日　
①
12
月
10
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火
）／
②
13
日（
金
）

／
③
17
日（
火
）／
④
20
日（
金
）
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各
講
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間　
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時
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〜
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時
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杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
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象　
市
民
及
び
市
内
に
勤
務
す
る
方

参
加
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テ
キ
ス
ト
代
１
０
０
０
円

定
員　
先
着
10
人

中
央
公
民
館
公
開
講
座

申
問

中
央
公
民
館
　
☎
62‐

１
１
３
０

あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
パ
ソ
コ
ン
講
座

申
問

合
川
公
民
館
　
☎
78‐

２
１
１
４

申
問

森
吉
公
民
館
　
☎
72‐

３
２
５
９

も
り
よ
し
文
化
交
流
会

阿
仁
文
化
交
流
の
つ
ど
い

申
問

阿
仁
公
民
館
　
☎
82‐

２
２
２
０
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